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市
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
、
臨
時
職
員
の
候
補
者

を
登
録
し
、
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、

登
録
者
の
中
か
ら
選
考
の
う
え
採

用
し
ま
す
。

●
職
種
と
賃
金
（
時
給
）

一
般
事
務
補
助
　
　
７
５
０
円

保
育
士
　
　
　
　
１
、
０
０
０
円

保
健
師
　
　
　
　
１
、
１
０
０
円

看
護
師
　
　
　
　
１
、
０
０
０
円

調
理
員
　
　
　
　
　
８
２
５
円

発
掘
調
査
整
理
　

７
５
０
円

（
賃
金
は
19
年
4
月
以
降
）

●
採
用
す
る
と
き

・
現
臨
時
職
員
の
採
用
期
間
満
了

に
よ
る
任
用
替
え
を
行
う
場
合

・
職
員
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合

・
そ
の
他
、
管
理
運
営
上
必
要
が

生
じ
た
場
合

●
採
用
期
間

臨
時
職
員
は
、
6
か
月
以
内

（
継
続
の
場
合
1
年
）
で
す
が
、
登

録
の
期
間
は
1
年
間
と
な
り
ま
す
。

●
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
有
資
格

者
は
資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写

し
を
添
付
の
こ
と
）

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
人
事
係

1
（
40
）
5
5
5
1

市
の
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト

（
非
常
勤
臨
時
職
員
）を
募
集
し
ま
す

学
校
教
育
課
で
は
、
非
常
勤
臨

時
職
員
の
候
補
者
を
登
録
し
、
欠
員

が
生
じ
た
場
合
、
登
録
者
の
中
か
ら

面
接
選
考
の
う
え
採
用
し
ま
す
。

●
職
種
と
報
酬

学
校
生
活
支
援
員

（
介
助
・
年
間
175
日
）

（
図
書
・
年
間
88
日
）

1
日
　
8，

0
0
0
円

●
登
録
資
格

通
勤
可
能
な
65
歳
（
平
成
19
年

4
月
1
日
現
在
）
ま
で
の
方
で
、

小
中
学
校
教
育
に
理
解
の
あ
る
方

●
採
用
期
間

平
成
19
年
4
月
9
日
か
ら
平
成

20
年
3
月
24
日
ま
で（
勤
務
は
、
夏

休
み
・
冬
休
み
を
除
く
）
で
、
登

録
の
期
間
は
1
年
間
と
な
り
ま
す
。

●
応
募
方
法

2
月
28
日
（
水
）
ま
で
に
市
販

の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
し
、
学

校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
有
資
格
者
は
資
格
を
証
明
す
る
書

類
の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）

※

こ
の
ほ
か
、
い
じ
め
や
不
登

校
な
ど
の
児
童
生
徒
の
問
題
行

動
等
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応

す
る
た
め
教
育
相
談
員
を
募
集

し
ま
す
。
詳
細
は
学
校
教
育
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課

1
（
52
）
1
1
1
8

第
1
回
下
野
市
教
育
の
集
い
を

開
催
し
ま
す

下
野
市
の
教
育
･
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
、
教
育

関
係
者
は
も
と
よ
り
市
民
の
参
加

を
得
て
、
下
野
市
教
育
の
集
い
を

実
施
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
　
時

2
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

●
場
　
所

南
河
内
公
民
館
ホ
ー
ル

●
内
　
容
　
　

・
下
野
市
教
育
委
員
会
表
彰
（
教

育
功
労
者
・
優
秀
優
良
者
･
善

行
篤
行
者
）

・
活
動
事
例
発
表

・
講
演
会
（
予
定
）

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課

1
（
52
）
1
1
1
7

下
野
市
立
図
書
館
の

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

4
月
か
ら
南
河
内
・
石
橋
・
国

分
寺
の
各
図
書
館
に
勤
務
で
き
る

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数

若
干
名

●
報
　
酬

時
給
　
７
５
０
円

●
勤
務
条
件

45
歳
未
満
の
方
で
、
土
日
も
交

代
で
勤
務
で
き
る
方

●
応
募
資
格

下
野
市
在
住
で
パ
ソ
コ
ン
操
作

（
ロ
ー
マ
字
カ
ナ
入
力
程
度
）
が
で

き
る
方

●
勤
務
内
容

図
書
の
貸
出
・
返
却
、
図
書
整
理

●
勤
務
場
所

南
河
内
・
石
橋
・
国
分
寺
図
書
館

●
勤
務
時
間

午
前
9
時
15
分
〜
午
後
6
時
15
分

●
勤
務
日
数

月
14
日
以
内
の
交
代
勤
務

●
応
募
方
法

2
月
23
日
（
金
）
ま
で
に
履
歴

書
を
石
橋
図
書
館
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
大
松
山
1
‐
7
‐
3

石
橋
図
書
館
　
担
当
真
下

1
（
52
）
1
1
3
6
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こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
ば
と
園
の
臨
時
職
員
を
募
集

こ
ば
と
園
と
は
就
学
前
の
発
達

に
心
配
の
あ
る
お
子
様
（
た
と
え
ば
、

言
葉
が
遅
い
、
こ
だ
わ
り
が
あ
る
、

落
ち
着
き
が
な
い
、
理
解
が
遅
い
な

ど
）
が
、
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

通
園
す
る
療
育
の
場
で
す
。

●
職
種
と
募
集
人
員
　
　

臨
時
保
育
士
　
　
1
名

●
応
募
資
格

保
育
資
格
の
あ
る
方

●
採
用
予
定
日

平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら

●
採
用
期
間

採
用
月
か
ら
6
か
月
以
内
（
継

続
の
場
合
1
年
）

●
勤
務
時
間
等

・
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

・
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

・
時
給
　
1，

0
0
0
円

●
勤
務
先

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ば
と
園

（
小
金
井
1
1
4
6
‐
6
）

●
仕
事
内
容

就
園
、
就
学
に
向
け
て
小
集
団

で
の
保
育
、
療
育
に
携
わ
る

●
応
募
方
法
等

申
し
込
み
期
限
は
2
月
末
日
で

す
。
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼

付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
資
格

を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
を
添
付

の
こ
と
）

●
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

1
（
52
）
1
1
1
2

ま
た
は

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ば
と
園

1
（
44
）
6
7
8
3

新
規
就
農
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

農
業
へ
の
新
規
参
入
希
望
者
を

対
象
に
新
規
就
農
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
新
規
就
農
を
希
望
す
る

方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時

2
月
24
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
場
　
所

宇
都
宮
市
一
の
沢
2
‐
2
‐
13

と
ち
ぎ
ア
グ
リ
プ
ラ
ザ
1
階

（
食
と
農
の
交
流
室
）

●
主
　
催

（
財
）
栃
木
県
農
業
振
興
公
社

栃
木
県
農
業
会
議
　
　

●
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
栃
木
県
農
業
振
興
公
社

経
営
対
策
部
青
年
農
業
者
対
策
課

1
0
2
8
（
648
）
9
5
1
1

就
農
準
備
校
「
と
ち
ぎ
農
業
未
来
塾
」

平
成
19
年
度
研
修
生
募
集

栃
木
県
農
業
大
学
校
で
は
、
県

内
で
農
業
を
始
め
た
い
方
々
の
た
め

に
、
農
業
の
基
礎
を
学
習
す
る
就
農

準
備
校
「
と
ち
ぎ
農
業
未
来
塾
」
を
、

4
月
よ
り
開
校
し
ま
す
。
関
心
の
あ

る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

●
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
農
業
大
学
校
研
修
部

宇
都
宮
市
上
籠
谷
町
1
1
4
5-

1

1
0
2
8
（
667
）
4
9
4
4

5
0
2
8
（
667
）
5
1
4
8

http://www.nodai.pref.tochigi.jp

平
美
林
会
清
掃
奉
仕
計
画

2
月（

天
平
公
園
）
花
ま
つ
り
協
力
会

（
花
広
場
）
心
契
会

3
月（

天
平
公
園
）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
若
竹
会

（
花
広
場
）
小
山
北
ロ
ー
タ
リ
ー

Ｃ
、
と
ち
ぎ
つ
ば
さ
の
会
国
分
寺
支
部

河
川
整
備
計
画
に
つ
い
て
の

意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

国
土
交
通
省
で
は
、
利
根
川
水

系
の
国
が
管
理
し
て
い
る
区
間
に

つ
い
て
、
関
係
住
民
の
ご
意
見
等

を
踏
ま
え
た
「
河
川
整
備
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
関
東
地
方
整
備
局

河
川
部
河
川
計
画
課
（
1
0
4

8
‐
6
0
0
‐
1
3
3
5
）
ま
た

は
、http://www.ktr.m

lit.go.jp/

ま
で

下
野
市
防
災
訓
練
実
施
に
伴
う

交
通
規
制
（
通
行
止
め
）
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
防
災
体
制
の
充
実
と
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
、
災
害
に
強

い
街
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
下
野
市
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
に
と
も
な
い
、
左
記
の
と
お
り
き
ら
ら
館
周
辺
道
路
に
お
い
て
交

通
規
制
を
行
い
ま
す
の
で
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
趣

旨
ご
理
解
の
う
え
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
　
時

2
月
26
日
（
月
）
午
前
9
時
20
分
〜
10
時
45
分
頃

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

●
場
　
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館
周
辺
道
路
（
左
図
の
区
間
）

●
注
意
事
項
　
　
　
　

★

規
制
時
に
は
基
本
的
に
通
行
止
め
に
な
る
の
で
き
ら
ら
館
周
辺
施

設
へ
の
入
場
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

★

9
時
20
分
か
ら
10
時
45
分
頃
ま
で
は
、
き
ら
ら
館
駐
車
場
に
は

入
場
で
き
ま
せ
ん
。

生活課消防交通係 140－5555

問い合わせ先
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

下
野
市
で
は
、
市
に
お
住
ま
い
の

み
な
さ
ん
が
社
会
生
活
の
中
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
行
う

た
め
、
手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者

の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
話
通
訳
者
、
要
約
筆
記
者
の
派

遣
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
、

市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
聴
覚
障
害
者
の
方

②
聴
覚
障
害
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
必
要
と
す
る
方

③
そ
の
他
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め

る
方

ま
た
、
派
遣
さ
れ
る
手
話
通
訳
者
、

要
約
筆
記
者
は
次
の
よ
う
な
方
で

す
。

①
手
話
通
訳
者

a
社
会
福
祉
法
人
栃
木
県
社
会
福

祉
協
議
会
長
が
委
嘱
す
る
専
任

手
話
通
訳
者

s
栃
木
県
が
実
施
す
る
手
話
通
訳

者
養
成
事
業
に
お
い
て
、
手
話

通
訳
者
と
し
て
登
録
し
、
手
話

通
訳
者
証
の
交
付
を
受
け
た
方

d
音
声
語
及
び
手
話
の
理
解
使
用

能
力
に
す
ぐ
れ
た
方

②
要
約
筆
記
者

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
事
業
に
お

い
て
、
要
約
筆
記
奉
仕
員
と
し
て
登

録
し
、
要
約
筆
記
奉
仕
員
証
の
交
付

を
受
け
た
方

●
派
遣
の
内
容

・
生
命
及
び
健
康
の
維
持
増
進
に
関

す
る
と
き
。

・
財
産
、
労
働
等
権
利
義
務
に
関
す

る
と
き
。

・
官
公
庁
、
裁
判
所
、
警
察
、
公
共

職
業
安
定
所
、
学
校
等
公
的
機
関

と
連
絡
調
整
を
図
る
と
き
。

・
社
会
参
加
を
促
進
す
る
学
習
活
動

等
に
関
す
る
と
き
。

・
冠
婚
葬
祭
等
地
域
生
活
及
び
家
庭

生
活
に
関
す
る
と
き
。

・
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
た
と

き
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
手

話
通
訳
者
等
の
派
遣
を
行
い
ま
せ

ん
。

①
営
業
等
、
経
済
的
活
動
に
関
す
る

場
合

②
通
勤
通
学
等
、
通
年
か
つ
長
期
に

わ
た
る
場
合

③
社
会
通
念
上
派
遣
す
る
こ
と
が
適

当
で
な
い
場
合

●
派
遣
の
範
囲

下
野
市
内
（
市
外
へ
の
派
遣
は
要

相
談
）

●
申
請
方
法

派
遣
を
希
望
す
る
方
は
、
原
則
と

し
て
派
遣
を
希
望
す
る
日
の
5
日
前

ま
で
に
、
手
話
通
訳
者
等
派
遣
申
請

書
を
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
等
で
社
会
福
祉

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

1（
52
）1
1
1
2
5（
52
）1
1
3
7

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の

無
料
相
談
と
補
聴
器
相
談
会

栃
木
県
中
途
失
聴
・
難
聴
者
協
会

で
は
、
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
を
対

象
に
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
　
時

3
月
18
日（
日
）午
後
1
時
〜
4
時

●
場
　
所

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

※

相
談
は
、
筆
談
や
通
訳
等
で
聞

こ
え
な
く
て
も
困
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
す
の
で
、
障
害
者
一
人
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

●
内
　
容

◆
難
聴
者
各
種
相
談

栃
木
県
身
体
障
害
者
相
談
員
（
難

聴
協
会
員
）
等
が
相
談
に
の
り
ま
す
。

困
っ
て
い
る
こ
と
・
疑
問
に
思
う
こ

と
・
嫌
な
思
い
を
し
て
い
る
こ
と
な

ど
遠
慮
な
く
話
し
て
く
だ
さ
い
。

【
相
談
例
】

①
会
話
に
参
加
で
き
な
い
と
き
ど
う

す
る
か
？

②
テ
レ
ビ
が
聞
こ
え
な
い
と
き
ど
う

す
る
か
？

③
補
聴
器
の
聞
こ
え
を
良
く
す
る
磁

気
ル
ー
プ
に
つ
い
て
（
試
聴
も
で

き
ま
す
）

④
聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
手
段
で
あ
る
要
約
筆
記
通
訳

と
は
何
か
。
ま
た
要
約
筆
記
を
利

用
す
る
に
は
。

⑤
難
聴
者
の
た
め
の
手
話
に
つ
い
て

講
習
会
は
？
会
場
は
？

⑥
人
工
内
耳
に
つ
い
て

⑦
補
聴
器
を
使
う
人
に
役
立
つ
電
話

機
（
補
聴
器
対
応
電
話
機
）な

ど

◆
補
聴
器
相
談

補
聴
器
専
門
店
が
協
力
し
て
く
れ

ま
す
。（
聴
力
測
定
が
で
き
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
中
途
失
聴
・
難
聴
者
協
会

（
略
称
・
と
ち
ぎ
難
聴
）
事
務
所

1（
51
）1
3
2
5
5（
51
）1
3
2
6

平
成
19
年
度
下
野
市

レ
デ
ィ
ー
ス
ゴ
ル
フ
教
室

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会
で
は
、
次

の
日
程
に
よ
り
、
女
性
を
対
象
と
し

た
ゴ
ル
フ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
程

﹇
水
曜
コ
ー
ス
（
全
7
回
）﹈

3
月
7
日
・
14
日
・
28
日
、
4
月

4
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日

﹇
金
曜
コ
ー
ス
（
全
7
回
）﹈

3
月
9
日
・
16
日
・
23
日
・
30

日
、
4
月
6
日
・
13
日
・
20
日

●
時
　
間

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
（
90
分
）

●
場
　
所

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

●
募
集
人
数

各
コ
ー
ス
と
も
24
名
ま
で

●
参
加
料

5，

0
0
0
円

●
対
　
象

下
野
市
在
住
・
在
勤
の
一
般
女
性

●
講
　
師

日
本
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
プ
ロ

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

1
5
と
も
（
44
）
4
4
3
3

1月15日（月）にグリムの館において、石橋地区
と国分寺地区のそれぞれの土地改良区が合併予備
契約書の調印式を合同で行いました。
石橋地区については、石橋町外二ヶ村、石橋西
部、石橋東部、石橋北部の4土地改良区が合併する
もので、また、国分寺地区については、姿川東部、
姿川西部、国分寺東部の3土地改良区が合併するも
ので、それぞれの理事長が、市長並びに下都賀農業
振興事務所長の立会いのもと調印を致しました。
これにより、土地改良区組織の運営基盤の強化
が図られ、農業用施設等の良好な保全管理が期待
できます。

土地改良区の合併予備契約書
調印式が行われました




